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わっつぁん



なんか落ちた

「やっちまった」
わっつぁんは足を踏み外し、谷底まで落ちてしまった（普通死んでる）。
その谷底は伝説のナンカの谷底と言うなんか危険な谷底だったのだ。
「どうしよ、これ急すぎて這い上がれねぇよ」
そう、この谷底は１度落ちたら二度と這い上がれないと言われている谷底だった。
「ぐるるるるるるるるるるるぅぅぅぅヒーハー」
「やべぇナオオンカミカだ、逃げなきゃ食われる」
そのナオオンカミカは小さめだったが、それでも体長は7mぐらいあるのだった。
タッタッタッタッタッタッタッタ、
「ガチャン」
「あ、なんか落とした。ん？これ俺の荷物に入ってへんかったぞ」
わっつぁんはそれをとっさに手に取ってナオオンカミカに投げた。
そしたらそのナオオンカミカの真上で止まり、なんか出た。
まばゆい赤の閃光が谷全体をおおった。


